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１
　

評
価

結
果

の
ま

と
め

都
道

府
県

名
面

積
約

6
2
h
a

交
付

期
間
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幹

事
業

提
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業
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幹
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業
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業
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幹
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業
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事
業
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初

変
　

更

単
位

基
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年
度

目
標

年
度

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

評
価

値

あ
り

な
し

〇

あ
り

〇

な
し

あ
り

な
し

単
位

基
準

年
度

目
標

年
度

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

評
価

値

ア
ク

セ
ス

0
H

28
33

8
（
見

込
み

）

-
-

 ４
）
定

性
的

な
効

果
　

　
発

現
状

況

○ 〇

地
区

名
東

海
道

地
区

平
成

3
0
年

度
～

令
和

４
年

度
事

後
評

価
実

施
時

期
令

和
４

年
度

交
付

対
象

事
業

費
5
2
0
.1

百
万

円
国

費
率

三
重

県
市

町
村

名
朝

日
町

 １
）
事

業
の

実
施

状
況

当
初

計
画

に
位

置
づ

け
、

実
施

し
た

事
業

事
業

名

地
域

生
活

基
盤

施
設

、
高

質
空

間
形

成
施

設
、

既
存

建
造

物
活

用
事

業

地
域

創
造

支
援

事
業

、
事

業
活

用
調

査
、

ま
ち

づ
く
り

活
動

推
進

事
業

事
業

名
削

除
/
追

加
の

理
由

削
除

/
追

加
に

よ
る

目
標

、
指

標
、

数
値

目
標

へ
の

影
響

当
初

計
画

か
ら

削
除

し
た

事
業

-
-

-

-
-

-

新
た

に
追

加
し

た
事

業

-
-

-

-
-

-

数
　

　
値

H
28

40
0

指
標

1
観

光
ガ

イ
ド

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

等
の

利
用

者
数

人
0

（
見

込
み

）
0

R
4

-
-

交
付

期
間

の
変

更

R
5
年

度
内

目
標

達
成

度
1
年

以
内

の
達

成
見

込
み

効
果

発
現

要
因

（
総

合
所

見
）

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
予

定
時

期

-
交

付
期

間
の

変
更

に
よ

る
事

業
、

指
標

、
数

値
目

標
へ

の
影

響

80
0

R
4

△

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
（
C

O
V

ID
-
1
9
）
の

影
響

に
よ

り
、

鉄
道

会
社

の
イ

ベ
ン

ト
や

学
校

の
利

用
が

な
く
な

っ
た

影
響

で
利

用
者

数
が

伸
び

な
か

っ
た

。
今

後
は

、
観

光
や

屋
外

で
の

活
動

に
移

行
し

て
い

く
と

考
え

ら
れ

る
こ

と
と

、
年

度
内

に
前

庭
部

分
の

広
場

が
改

修
さ

れ
る

こ
と

に
よ

り
入

館
者

数
の

増
加

に
つ

な
が

る
と

考
え

ら
れ

る
。

△

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
（
C

O
V

ID
-
1
9
）
の

流
行

に
よ

り
、

外
出

が
制

限
さ

れ
、

東
海

道
を

訪
れ

る
観

光
客

が
減

少
し

た
も

の
の

、
自

主
的

な
ま

ち
づ

く
り

組
織

が
結

成
さ

れ
、

観
光

ガ
イ

ド
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
結

成
へ

の
機

運
の

高
ま

り
も

伺
え

た
。

ま
た

、
ま

ち
歩

き
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
の

制
作

に
も

積
極

的
に

関
わ

り
を

持
っ

て
頂

き
、

今
後

の
観

光
ガ

イ
ド

に
関

わ
る

取
り

組
み

が
進

捗
し

た
。

54
7

（
見

込
み

）

H
28

97
4

〇

R
5
年

度
内

指
標

２
朝

日
町

資
料

館
入

館
者

数
人

34
3

H
27

町
道

3
-
3
号

線
の

改
修

に
よ

り
歩

行
エ

リ
ア

の
拡

幅
と

歩
行

の
し

や
す

さ
を

改
善

で
き

た
こ

と
と

合
わ

せ
て

、
歩

行
エ

リ
ア

の
明

確
化

と
車

道
エ

リ
ア

を
狭

く
す

る
こ

と
で

速
度

抑
制

と
交

通
量

抑
制

が
で

き
、

歩
行

者
と

自
動

車
双

方
の

安
全

性
が

向
上

し
た

。

指
標

４

指
標

３
東

海
道

の
車

両
の

通
過

交
通

量
台

効
果

発
現

要
因

（
総

合
所

見
）

数
　

　
値

目
標

達
成

度
※

１

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
予

定
時

期

 ２
）
都

市
再

生
整

備
計

画
　

　
に

記
載

し
た

目
標

を
　

　
定

量
化

す
る

指
標

　
　

の
達

成
状

況

指
　

標
従

前
値

目
標

値

1,
20

0
R

4
1,

33
8

R
4
年

度
内

-

 ３
）
そ

の
他

の
数

値
指

標
　

　
（
当

初
設

定
し

た
数

値
　

　
目

標
以

外
の

指
標

）
に

　
　

よ
る

効
果

発
現

状
況

指
　

標
従

前
値

目
標

値
1
年

以
内

の
達

成
見

込
み

今
後

の
対

応
方

針
等

-

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
（
C

O
V

ID
-
1
9
）
の

流
行

に
よ

り
、

東
海

道
を

訪
れ

る
観

光
客

が
減

少
し

、
対

面
的

な
観

光
案

内
が

出
来

ず
、

ま
た

観
光

ガ
イ

ド
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

拠
点

と
な

る
施

設
が

な
か

っ
た

た
め

、
ま

ち
歩

き
ナ

ビ
を

利
用

し
て

東
海

道
を

散
策

す
る

こ
と

に
関

心
を

持
つ

人
が

増
加

す
る

と
考

え
た

た
め

。

－
都

市
再

生
整

備
計

画
に

記
載

は
な

か
っ

た
が

、
実

施
し

た

そ
の

他
の

数
値

指
標

１

そ
の

他
の

数
値

指
標

２

ま
ち

歩
き

ナ
ビ

の
ア

ク
セ

ス
数

都
市

再
生

整
備

計
画

に
記

載
は

な
か

っ
た

が
、

実
施

し
た

都
市

再
生

整
備

計
画

に
記

載
し

た
が

、
実

施
で

き
な

か
っ

た

 ５
）
実

施
過

程
の

評
価

実
施

内
容

実
施

状
況

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

-
都

市
再

生
整

備
計

画
に

記
載

し
、

実
施

で
き

た

ま
ち

な
み

検
討

会
を

主
体

と
し

た
地

域
主

導
の

ま
ち

づ
く
り

を
進

め
、

行
政

は
で

き
る

限
り

後
方

支
援

と
す

る
都

市
再

生
整

備
計

画
に

記
載

は
な

か
っ

た
が

、
実

施
し

た

都
市

再
生

整
備

計
画

に
記

載
し

た
が

、
実

施
で

き
な

か
っ

た

官
民

連
携

に
よ

る
取

組
・
道

路
、

ポ
ケ

ッ
ト

パ
ー

ク
等

の
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

の
開

催
支

援
・
ま

ち
づ

く
り

活
動

支
援

  
・
ま

ち
づ

く
り

関
連

イ
ベ

ン
ト

・
地

域
交

流
セ

ン
タ

ー
の

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
開

催
支

援

都
市

再
生

整
備

計
画

に
記

載
し

、
実

施
で

き
た

持
続

的
な

ま
ち

づ
く

り
体

制
の

構
築

・
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

メ
ン

バ
ー

有
志

に
よ

る
自

主
的

な
任

意
団

体
の

結
成

都
市

再
生

整
備

計
画

に
記

載
し

、
実

施
で

き
た

今
後

も
住

民
の

意
向

を
取

り
入

れ
、

住
民

主
体

の
活

動
を

持
続

的
に

進
め

た
い
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H
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0
0

R
4
年

度
9
7
4

R
4
年

度

東
海

道
地

区
（
三

重
県

朝
日

町
）
　

都
市

構
造

集
中

支
援

事
業

の
成

果
概

要

ま
ち

づ
く
り

の
目

標
目

標
を

定
量

化
す

る
指

標
従

前
値

目
標

値
評

価
値

ま
ち

の
課

題
の

変
化

・
町

道
3
-
3
号

線
の

カ
ラ

ー
舗

装
や

語
ら

い
の

広
場

、
サ

ク
ラ

並
木

等
緑

化
修

景
な

ど
に

よ
っ

て
和

風
の

イ
メ

ー
ジ

を
醸

し
出

す
こ

と
に

よ
り

、
東

海
道

の
ま

ち
な

み
の

歴
史

的
風

致
の

再
生

を
行

い
、

地
区

の
魅

力
と

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
・
歴

史
的

な
風

情
が

感
じ

ら
れ

る
ま

ち
な

み
を

形
成

す
る

た
め

、
竹

の
花

挿
し

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
実

施
し

、
東

海
道

の
ま

ち
な

み
の

魅
力

向
上

を
図

る
こ

と
が

で
き

た
。

・
東

海
道

沿
道

の
地

域
資

源
を

紹
介

し
た

ま
ち

歩
き

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

を
作

成
し

、
地

域
資

源
を

歩
行

者
が

巡
る

こ
と

が
出

来
る

よ
う

に
な

っ
た

。
ま

た
、

サ
ク

ラ
並

木
の

修
景

な
ど

、
見

ど
こ

ろ
や

佇
め

る
場

所
づ

く
り

が
で

き
、

来
訪

者
に

配
慮

し
た

整
備

が
出

来
た

。
・
地

域
交

流
セ

ン
タ

ー
や

道
路

、
ポ

ケ
ッ

ト
パ

ー
ク

等
の

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
や

、
そ

の
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

の
有

志
に

よ
る

ま
ち

づ
く
り

団
体

が
結

成
さ

れ
地

住
民

参
画

が
促

進
さ

れ
た

。
ま

た
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

で
計

画
し

た
ポ

ケ
ッ

ト
パ

ー
ク

や
語

ら
い

の
広

場
が

改
修

さ
れ

新
旧

住
民

が
交

流
で

き
る

場
づ

く
り

が
進

ん
だ

。
・
町

道
3
-
3
号

線
の

歩
行

者
の

安
全

性
に

配
慮

し
た

改
修

工
事

に
よ

り
通

過
交

通
量

が
減

少
し

、
走

行
速

度
も

全
般

的
に

減
少

す
る

こ
と

が
で

き
、

歩
行

者
の

安
全

確
保

を
図

る
こ

と
が

で
き

た
。

今
後

の
ま

ち
づ

く
り

の
方

策
（
改

善
策

を
含

む
）

・
町

道
3
-
3
号

線
の

カ
ラ

ー
舗

装
や

語
ら

い
の

広
場

、
サ

ク
ラ

並
木

等
緑

化
修

景
な

ど
、

地
域

等
と

の
協

働
に

よ
る

活
用

及
び

維
持

管
理

に
よ

り
和

風
の

イ
メ

ー
ジ

や
魅

力
の

維
持

向
上

を
図

る
。

・
東

海
道

の
ま

ち
な

み
の

一
体

感
を

創
出

す
る

た
め

に
、

竹
の

花
挿

し
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

継
続

及
び

協
力

家
屋

の
拡

大
を

図
る

。
・
建

物
主

に
旧

家
屋

の
維

持
、

活
用

に
係

る
情

報
発

信
を

行
う

。
・
観

光
ガ

イ
ド

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
育

成
や

発
掘

、
情

報
発

信
等

を
行

い
、

ま
た

、
活

動
拠

点
と

し
て

、
空

き
家

や
旧

家
屋

の
有

効
活

用
の

検
討

を
行

う
。

・
ま

ち
歩

き
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
の

配
布

や
東

海
道

を
歩

く
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
の

開
催

を
図

る
。

・
ま

ち
歩

き
ナ

ビ
の

充
実

や
S
N

S
の

活
用

な
ど

東
海

道
沿

道
の

地
域

資
源

な
ど

を
積

極
的

に
活

用
す

る
機

会
の

創
出

と
情

報
発

信
を

行
う

。
・
修

景
さ

れ
た

サ
ク

ラ
並

木
を

活
用

し
た

花
見

イ
ベ

ン
ト

や
、

見
ど

こ
ろ

や
佇

め
る

場
所

の
案

内
を

東
海

道
来

訪
者

な
ど

へ
情

報
発

信
し

、
P

R
を

行
う

。
・
文

化
財

と
し

て
、

保
存

と
活

用
の

観
点

か
ら

朝
日

町
資

料
館

な
ど

に
つ

い
て

、
活

用
方

策
を

住
民

ニ
ー

ズ
に

応
え

ら
れ

る
よ

う
に

教
育

委
員

会
等

と
連

携
し

て
検

討
す

る
。

・
地

域
資

源
な

ど
を

活
用

し
、

事
業

者
や

団
体

等
と

連
携

し
た

イ
ベ

ン
ト

実
施

を
図

る
。

・
鉄

道
会

社
や

学
校

等
に

対
し

て
朝

日
町

資
料

館
や

地
域

資
源

な
ど

に
つ

い
て

 
し

、
積

極
的

な
活

用
を

促
進

す
る

。
・
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

の
有

志
に

よ
る

ま
ち

づ
く
り

団
体

の
活

動
が

継
続

さ
れ

る
よ

う
に

後
方

支
援

を
行

い
な

が
ら

ま
ち

づ
く
り

事
業

を
推

進
す

る
。

・
整

備
し

た
ポ

ケ
ッ

ト
パ

ー
ク

や
改

修
し

た
語

ら
い

の
広

場
等

を
活

用
し

た
新

旧
住

民
が

交
流

す
る

機
会

を
地

域
や

ま
ち

づ
く
り

団
体

と
協

働
し

て
創

出
す

る
。

・
企

業
連

携
な

ど
に

よ
り

、
町

道
3
-
3
号

線
の

通
過

交
通

量
の

抑
制

を
維

持
し

、
ま

た
、

走
行

速
度

の
早

い
箇

所
や

、
児

童
の

横
断

箇
所

等
に

つ
い

て
歩

行
者

の
安

全
確

保
を

図
る

た
め

の
方

策
を

検
討

す
る

。

大
目

標
：
『
歩

き
・
集

え
る

く
ら

し
や

す
い

ま
ち

づ
く
り

』
　

目
標

1
：
東

海
道

の
歴

史
的

風
情

を
活

か
し

、
朝

日
町

ら
し

さ
を

創
出

す
る

た
め

の
ま

ち
づ

く
り

を
推

進
す

る
。

　
目

標
2
：
町

民
や

来
訪

者
が

交
流

し
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

を
育

む
ま

ち
づ

く
り

を
推

進
す

る
。

　
目

標
3
：
生

活
者

や
歩

行
者

に
や

さ
し

い
み

ち
づ

く
り

を
推

進
す

る
。

観
光

ガ
イ

ド
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
等

の
利

用
者

数

朝
日

町
資

料
館

入
館

者
数

東
海

道
の

車
両

の
通

過
交

通
量

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

開
催

町
道
3
‐3

号
線

整
備

LI
N
Eを

使
っ

た
東

海
道

ウ
ォ

ー
ク

ラ
リ

ー
（
ま

ち
づ

く
り

関
連

イ
ベ

ン
ト

）

（
仮

称
）J
R
朝

日
駅

前
ポ

ケ
ッ

ト
パ

ー
ク

整
備

サ
ク

ラ
並

木
等

緑
化

修
景

（
柿

地
区

）

竹
の

花
挿

し
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

（
ま

ち
づ

く
り

活
動

支
援

）


